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大正健康ナビ、4/16 新着情報 

傷口からの感染症に注意 「切り傷・擦り傷」 を公開！ 

 

 

大正製薬株式会社が運用する健康情報サイト「大正健康ナビ（https://www.taisho-kenko.com）」では、 

4月 16日に「切り傷・擦り傷」を新着公開しました。 

 

切り傷・擦り傷は、日常生活のふとした時に起きる身近なけがであり、日常生活や運動中にふと油

断をして起きるケースが多いです。 

小さな傷の場合、病院に行かずに済ませてしまう人も多いのではないでしょうか？ しかし誤った処

置をしてしまうと、傷口から細菌が侵入して感染症を起こす可能性があります。傷口から感染しやすい

感染症としては、破傷風・蜂窩織炎・劇症型溶結性レンサ球菌感染症などがあり、糖尿病や高血圧など

の内科の慢性疾患がある人の他に、持病がなくても疲れている時やストレスなどで免疫力が低下してい

る時に感染症を起こしやすいです。本記事にて、正しい処置の方法や、病院での治療法を知り、早く、

そして安全に治しましょう。 

 

 

けがをしたら、傷口をよく洗浄することが何より大切です。まずは傷に触る手をよく洗い清潔な状

態にします。その後、流水で傷口の土や砂などの異物を取り除いて細菌の感染を防げば、多くの場合、

自然に傷は治ります。 

しかし、傷口を水で洗浄すると痛みを感じます。痛みが苦手な人やお子さんには、浸透圧が体と同

じで痛みを感じにくい、生理食塩水での洗浄がおすすめです。生理食塩水は、500mLのぬるま湯に 5g

弱の塩を溶かすだけで簡単に作れます。お子さんと一緒に楽しみながら生理食塩水を作ると、お子さ

んの傷のケアがしやすくなります。 

きれいに洗浄したら清潔なタオルで水気を取り、傷口をあまり動かさず安静に保ちましょう。 

 

傷口は生理食塩水で洗うと痛くない！ 

https://www.taisho-kenko.com/


 
 

 

 

専門医によるヘルスケアアドバイス 

「切り傷・擦り傷」 

https://www.taisho-kenko.com/disease/643/ 
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大正健康ナビでは、生活習慣病などのつらい症状、人には言いづらい悩みの原因、症状、改善や予防

法をご紹介。また、気になる症状をすぐにチェックできるコンテンツもご用意。いろいろな疑問にも

専門医が分かりやすくお答えします。 

 

 

当社は「人々の病気を予防し、健康を増進させたい。」こうした思いから大正元年に創業しました。 

以来、100年以上にわたって生活者の皆さまの 健康で豊かな暮らしの実現に貢献するために、病気の

予防や治療、健康によりそうべく、医薬品から食品まで幅広い製品ラインアップで、 皆さまのさまざ

まなニーズにお応えしてまいりました。昨今、健康意識が高まる生活者の皆さまのニーズが多様化し

ており、このような変化に柔軟に対応しながら高品質な製品とサービスを提供し続けることで、皆さ

まの健康に寄り添ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正健康ナビ： https://www.taisho-kenko.com 
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